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全
国
知
事
会
は
、
衆
院
選
に
向
け
て
10

政
党
に
提
出
し
た
政
策
提
言
へ
の
回
答
結

果
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
開
い
た
。
知
事

会
が
強
く
訴
え
る
「
人
口
減
少
対
策
の
推

進
」
に
対
し
て
は
、
10
政
党
全
て
が
賛
成
。
こ
の
ほ

か
の
提
言
項
目
に
つ
い
て
も
賛
同
す
る
回
答
が
多

く
、
村
井
嘉
浩
会
長
（
宮
城
県
知
事
）
は
会
見
で
、

知
事
会
の
考
え
方
が
概
ね
理
解
さ
れ
た
と
評
価
し
た

▼
今
回
の
提
言
は
自
民
党
総
裁
選
、
立
憲
民
主
党
の

代
表
選
の
際
に
候
補
者
に
手
渡
し
た
も
の
と
同
じ
内

容
。
た
だ
こ
の
時
に
は
、
自
民
党
が
マ
ス
コ
ミ
や
団

体
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
回
答
し
な
い
と
の
取
り

決
め
を
設
け
た
た
め
、
知
事
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
見
送
っ
て
い
た
。
今
回
の
回
答
結
果
は
、
提
言

に
対
し
各
党
の
考
え
が
書
面
上
明
記
さ
れ
た
形
で
得

ら
れ
た
▼
村
井
知
事
会
長
は
提
言
の
狙
い
に
つ
い

て
、
①
各
党
に
知
事
会
の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
う

②
各
党
の
回
答
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
で
投
票
の
参

考
に
し
て
も
ら
う
―
と
説
明
。
知
事
会
は
人
口
減
対

策
の
推
進
に
当
た
り
、
国
に
司
令
塔
組
織
の
設
置
を

求
め
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
自
民
党
は
特
記
は
な
か

っ
た
も
の
の
賛
意
を
表
明
し
た
。
公
明
党
は
司
令
塔

設
置
は
党
内
で
議
論
を
深
め
る
と
し
つ
つ
、
東
京
一

極
集
中
を
是
正
す
る
必
要
性
に
賛
同
。
立
憲
民
主
党

は
国
に
お
い
て
人
口
戦
略
を
総
合
的
に
推
進
す
る
体

制
を
整
え
る
と
答
え
た
▼
村
井
知
事
会
長
と
と
も
に

各
党
に
要
請
し
た
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
も
会
見

で
、
各
党
と
知
事
会
の
求
め
る
方
向
性
に
つ
い
て
概

ね
共
有
で
き
た
と
振
り
返
っ
た
。
提
言
は
人
口
減
対

策
に
次
い
で
、
子
ど
も
政
策
の
強
化
を
訴
え
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
各
党
概
ね
賛
同
。
阿
部
氏
は

地
域
間
格
差
の
な
い
子
育
て
支
援
政
策
の
実
現
を
求

め
た
▼
一
方
、
石
破
茂
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
地

方
創
生
の
交
付
金
倍
増
を
明
言
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
見
解
を
問
わ
れ
る
と
阿
部
氏
は
「
具
体
的
な
制
度

設
計
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
が
、
地
方
に
対
す
る
期

待
を
か
な
り
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
分
析
。
地
方
創
生
の
取
り
組
み
開
始
か
ら
10

年
経
過
し
た
こ
と
に
触
れ
、
国
と
連
携
し
な
が
ら
残

さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
と
意
欲
を
示
し
て
い
た
。

国土審有識者委員会が初会合
国交省

　
日
本
透
析
医
学
会
の
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
未
時
点
で
慢
性
透
析
患
者
数
は
約

35
万
人
、
新
規
透
析
導
入
者
数
は
３
万
９
６
８

３
人
、
透
析
医
療
費
は
年
間
総
額
１
・
57
兆
円

１
に
及
ぶ
。
ま
た
、
人
工
透
析
の
平
均
導
入
年

齢
は
71
・
42
歳
（
２
０
２
２
年
時
点
）
で
２
、

一
人
当
た
り
５
０
０
〜
６
０
０
万
円
の
公
的
医

療
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
自
治
体
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
腎
臓
病
初
期
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
た
め
症
状
が
出
現
し
た
際
に
は
、
既

に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
そ
の
症
状
に
は

倦
怠
感
、
浮
腫
、
貧
血
等
が
含
ま
れ
る
。
一
度

失
わ
れ
た
ネ
フ
ロ
ン
は
再
生
す
る
こ
と
は
な

く
、
末
期
腎
不
全
に
な
る
と
生
命
維
持
の
た
め

に
人
工
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
と
な
る
。
個
人

の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
：Quality of Life

）

向
上
の
観
点
な
ら
び
に
、
医
療
費
適
正
化
の
観

点
か
ら
も
、
前
段
階
で
あ
る
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
：Chronic Kidney Disease

）
に
対
す

る
政
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
「
腎
臓
の
障
害
」
も
し
く
は

「
腎
機
能
低
下
」
が
３
カ
月
以
上
持
続
し
て
い

る
状
態
３
と
定
義
さ
れ
、
日
本
で
は
成
人
の
５

人
に
１
人
４
が
罹
患
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る

新
た
な
国
民
病
で
あ
る
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
主
な
原
疾

患
に
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
が
深
い
こ
と
か

ら
、
関
連
す
る
原
疾
患
と
合
わ
せ
た
早
期
発

見
、
早
期
介
入
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

　
我
が
国
で
は
２
０
０
７
年
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
て

以
降
、
政
策
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か
し
、
中

央
政
府
か
ら
自
治
体
に
対
し
て
、
例
え
ば
基
本

計
画
の
策
定
を
努
力
義
務
と
し
て
掲
げ
る
よ
う

な
、
強
制
力
の
強
い
政
策
は
行
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
腎
疾
患
政
策
の
全
国
均
て
ん
化

に
は
課
題
が
残
る
。
一
方
で
、
自
治
体
に
お
け

る
腎
疾
患
政
策
の
実
装
は
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

お
り
、
各
地
域
課
題
や
資
源
に
応
じ
た
形
で
各

地
の
政
策
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
医
療
政
策
機
構
（
Ｈ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
：Health 

and Global Policy Institute

）
は
、
市
民
主

体
の
医
療
政
策
の
実
現
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ

る
、
非
営
利
、
独
立
、
中
立
、
超
党
派
の
医
療

政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
２
０
２
２
年
よ

り
産
官
学
民
の
有
識
者
と
連
携
し
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対

策
に
お
け
る
政
策
提
言
活
動
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
先
進
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
好
事
例
の
横
展
開
を
目
指
す
と

と
も
に
、
中
央
・
地
方
政
府
で
今
後
求
め
ら
れ

る
政
策
推
進
に
つ
い
て
政
策
提
言
書
５
に
取
り

ま
と
め
、
広
く
社
会
に
発
信
し
て
き
た
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
は
、
①
健
診
に
お
け
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ

リ
ス
ク
群
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化
、
②
保

健
指
導
、
医
療
受
診
勧
奨
を
通
じ
た
医
療
機
関

受
診
の
徹
底
、
③
か
か
り
つ
け
医
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
専
門
職
・
職
能
団
体
、
民
間
企
業

等
と
の
多
職
種
連
携
、
④
か
か
り
つ
け
医
か
ら

腎
臓
内
科
医
へ
の
紹
介
（
病
診
連
携
）
の
強

化
、
と
い
っ
た
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
当
機
構
の
自
治
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
好
事
例
の
一
部
と
し
て
、

①
で
は
腎
機
能
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
値
の
一

つ
で
あ
る
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
測
定
強
化
、

行
動
変
容
を
促
す
保
健
指
導
の
工
夫
、
②
で
は

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
照
合
の
上
で
の
継
続
的
な

勧
奨
、
ナ
ッ
ジ
の
利
用
や
保
健
師
の
自
宅
訪

問
、
③
で
は
保
健
師
や
地
域
の
職
能
団
体
や
ア

カ
デ
ミ
ア
と
疾
患
分
野
横
断
的
に
検
討
す
る
会

議
体
の
設
置
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
啓
発
、
④

で
は
地
域
の
腎
臓
内
科
医
リ
ス
ト
や
病
診
連
携

シ
ー
ト
の
作
成
、
腎
臓
専
門
医
偏
在
解
消
を
目

的
に
県
内
を
医
師
会
区
分
に
合
わ
せ
各
区
域
へ

腎
臓
内
科
医
を
設
置
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

方
、
課
題
と
し
て
、
「
都
道
府
県
と
市
町
村
の

適
切
な
役
割
分
担
や
連
携
が
で
き
て
い
な
い
」

「
政
策
評
価
指
標
が
新
規
人
工
透
析
導
入
者
数

の
み
で
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
政
策
の
効
果
が
適
切
に
図
れ

て
い
な
い
」
と
い
う
声
が
頻
繁
に
聞
か
れ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
多
職

種
連
携
で
向
き
合
っ
て
い
る
自
治
体
も
出
て
お

り
、
詳
細
は
当
機
構
上
記
提
言
書
や
地
方
自
治

体
の
生
活
習
慣
病
対
策
に
関
す
る
報
告
書
６
、

今
後
の
提
言
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
増
加
す
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
に
対
し
て
、
地
方
を

中
心
に
医
療
者
が
不
足
し
て
お
り
、
自
治
体
単

独
や
医
療
機
関
単
独
で
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
に
は
限

界
が
来
て
い
る
。
今
後
は
、
職
域
保
険
と
の
連

携
や
デ
ー
タ
共
有
の
検
討
を
含
め
、
産
官
学
民

連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
、
早
期
発
見
・
介

入
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
旗
振
り
役
と
し
て
自
治
体
の
役
割
が

さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
。

１
厚
生
労
働
省
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
の
取
組
に
つ
い
て
」https://www.mhlw.go

.jp/fi le/06-Seisakujouhou-12600000-Seisak
utoukatsukan/0000114064_13.pdf,

（
閲
覧

日
：
２
０
２
４
年
９
月
９
日
）.

２
花
房
規
男
他
わ
が
国
の
慢
性
透
析
療
法
の

現
況
（
２
０
２
２
年
12
月
31
日
現
在
）
日
本
透

析
医
学
会
雑
誌
２
０
２
３
、
56
巻
12
号
Ｐ
４

８
７３

日
本
腎
臓
学
会
「
２
・
慢
性
腎
臓
病
と

は
」https://jsn.or.jp/general/kidneydisea

se/symptoms04.php

（
閲
覧
日
：
２
０
２
４

年
10
月
９
日
）

４
日
本
腎
臓
学
会
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
２

０
２
４
」
東
京
医
学
社
２
０
２
４

５
日
本
医
療
政
策
機
構
「
患
者
・
市
民
・
地

域
が
参
画
し
、
協
働
す
る
腎
疾
患
対
策
に
向
け

て
」
政
策
提
言
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
好
事
例
集
（
２
０
２

４
年
２
月
14
日
）https://hgpi.org/resear

ch/ncd-ckd-20240214.html 

６
日
本
医
療
政
策
機
構
【
論
点
整
理
】
Ｎ
Ｃ

Ｄ
ｓ
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
方
自
治
体
に
お

け
る
生
活
習
慣
病
対
策
の
教
訓
と
課
題
、
未
来

へ
の
展
望
」
（
２
０
２
４
年
６
月
17
日
） htt

ps://hgpi.org/research/ncd-ckd-ob-
cvd-20240617.html

自
治
自
治

産
官
学
民
一
体
で
の
地
域
に
お
け
る

腎
疾
患
対
策
の
必
要
性

特定非営利活動法人
日本医療政策機構
シニアマネージャー
吉 村　英 里

「
地
域
生
活
圏
」形
成
へ

促
進
施
策
検
討
、来
夏
取
り
ま
と
め

浅岡デジタル庁参事官

標準化後の運用経費増、
75％がガバクラ以外

Ｊ―ＬＩＳフェア　
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構（
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）が

主
催
す
る
地
方
公
共
団
体
の

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）総

合
展
「
地
方
自
治
情
報
化
推

進
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」（
総
務

省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
全
国
知

事
会
な
ど
後
援
）
は
最
終
日

の
10
日
、
国
の
主
要
デ
ジ
タ

ル
政
策
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク

ス
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

各
省
庁
の
担
当
者
が
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
（
ガ
バ
ク

ラ
）
や
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
標
準
化
な
ど
に
つ
い
て
、

最
新
状
況
や
施
策
の
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
。
原
則
25
年
度
末

の
標
準
化
期
限
を
約
１
年
半

後
に
控
え
て
自
治
体
関
係
者

の
関
心
は
高
く
、
ど
の
セ
ミ

ナ
ー
も
ほ
ぼ
満
員
だ
っ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
戦
略
・
組
織

グ
ル
ー
プ
の
浅
岡
孝
充
特
命

担
当
参
事
官
は
、
ガ
バ
ク
ラ

移
行
後
に
シ
ス
テ
ム
運
用
コ

ス
ト
が
増
え
る
と
の
懸
念
が

自
治
体
か
ら
出
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
「
ガ
バ
ク
ラ
移

行
後
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

の
運
用
経
費
を
見
る
と
、

（
業
務
シ
ス
テ
ム
の
）
パ
ッ

ケ
ー
ジ
費
用
や
運
用
保
守
費

用
な
ど
ガ
バ
ク
ラ
利
用
料
以

外
の
と
こ
ろ
が
（
コ
ス
ト
増

の
）
75
％
く
ら
い
を
占
め

る
」
と
指
摘
。
ク
ラ
ウ
ド
を

使
っ
た
最
新
技
術
の
利
点
を

最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ
う

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
直
す

「
モ
ダ
ン
化
」
を
行
う
こ
と

が
、
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
で

重
要
だ
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
総
務
省
自
治
行
政
局

住
民
制
度
課
デ
ジ
タ
ル
基
盤

推
進
室
の
名
越
一
郎
室
長

は
、
大
手
ベ
ン
ダ
ー
の
富
士

通
と
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が

原
則
25
年
度
末
ま
で
の
標
準

準
拠
シ
ス
テ
ム
開
発
断
念
を

自
治
体
に
通
告
し
た
こ
と
が

ｉ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
な
ど
で
報
じ
ら

れ
た
こ
と
に
触
れ
、
「
我
々

と
し
て
も
大
き
く
受
け
止
め

て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。
関
係
す
る
約
３
０
０
の

自
治
体
に
対
し
て
は
、
移
行

困
難
シ
ス
テ
ム
に
該
当
す
る

場
合
は
、
「
速
や
か
に
デ
ジ

タ
ル
庁
と
総
務
省
に
連
絡
し

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
デ
ジ

タ
ル
庁
が
設
置
し
た
事
業
者

協
議
会
の
場
も
活
用
し
な
が

ら
支
援
す
る
考
え
を
表
明
し

た
。
今
の
と
こ
ろ
、
両
社
に

追
随
す
る
動
き
は
「
把
握
し

て
い
な
い
」
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
浦
上
哲
朗
・

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
行
財
政

改
革
会
議
事
務
局
参
事
官
は

「
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通

基
盤
の
整
備
・
運
用
に
関
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
、

河
合
篤
史
・
厚
生
労
働
省
保

険
局
医
療
介
護
連
携
政
策
課

保
険
デ
ー
タ
企
画
室
長
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
を
進
め
る

た
め
に
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
題

し
て
講
演
し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
「
地
域
生
活
圏
」
の
形
成
に
向
け
た
有
識
者
委
員
会
の
初
会
合
を
開
い
た
。
市
町
村
界
に
捉
わ

れ
な
い
生
活
・
経
済
の
実
態
に
即
し
た
エ
リ
ア
を
想
定
す
る
地
域
生
活
圏
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
も
参
考
に
各
地
で

実
践
可
能
と
な
る
施
策
を
検
討
。
ま
ず
は
委
員
間
で
問
題
意
識
を
共
有
し
、
年
明
け
か
ら
論
点
整
理
に
移
る
。
来
夏

に
も
議
論
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
だ
。

　
地
域
生
活
圏
と
は
、
政
府

が
昨
年
閣
議
決
定
し
た
国
土

形
成
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
概
念
。
地
方
の
人
口
減
少

に
対
応
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
、
市
町
村

の
境
界
に
捉
わ
れ
ず
、
日
常

行
動
の
範
囲
内
で
豊
か
に
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
有
識
者
委
員
会
は
国
土
審

議
会
推
進
部
会
の
下
に
設

置
。
委
員
長
を
石
田
東
生
筑

波
大
名
誉
教
授
が
務
め
、
初

会
合
が
今
月
９
日
に
開
か
れ

た
。

　
◇
エ
リ
ア
・
規
模
は
柔
軟

に　
初
会
合
で
は
ま
ず
事
務
局

の
国
交
省
が
地
域
生
活
圏
の

概
念
を
紹
介
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
エ
リ
ア
の
考
え
方
に
あ

る
と
し
、
圏
域
の
範
囲
は
柔

軟
で
あ
り
、
そ
の
規
模
に
つ

い
て
も
従
来
の
よ
う
な
「
フ

ル
セ
ッ
ト
型
」
で
は
な
い
施

策
の
展
開
を
考
え
て
い
る
と

し
た
。

　
そ
の
上
で
圏
域
の
考
え
方

と
し
て
、
①
「
中
枢
中
核
都

市
」
等
を
核
と
し
た
広
域
圏

②
地
方
の
中
心
都
市
を
核
と

し
た
地
域
生
活
圏
③
「
小
さ

な
拠
点
」
を
核
と
し
た
集
落

生
活
圏
―
と
い
う
３
層
の
イ

メ
ー
ジ
図
を
提
示
。
議
論
の

対
象
は
②
と
し
つ
つ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
①
も
視
野
に
検

討
を
進
め
る
考
え
を
示
し

た
。

　
地
域
生
活
圏
に
つ
い
て

は
、
一
つ
の
目
安
と
し
て

「
生
活
圏
人
口
10
万
人
程
度

以
上
」
と
い
う
規
模
感
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の

エ
リ
ア
は
「
あ
く
ま
で
目

安
」
と
し
て
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
エ
リ
ア
は
検
討
さ

れ
る
べ
き
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
生
活
圏

の
３
要
素
と
し
て
、
①
官
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

「
主
体
の
連
携
」
②
分
野
の

垣
根
を
越
え
た
「
事
業
の
連

携
」
③
行
政
区
域
に
捉
わ
れ

な
い
「
地
域
の
連
携
」
―
を

挙
げ
た
。
こ
の
３
要
素
の
連

携
が
地
域
経
営
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
の
見
方
を

示
し
た
。

　
◇
官
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ

　
地
域
生
活
圏
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
は
、
香
川
県
三

豊
市
と
鳥
取
県
米
子
市
・
境

港
市
の
二
つ
の
地
域
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
人
口
規
模
５
万
８
０
０
０

人
の
三
豊
市
で
は
、
移
住
者

や
２
地
域
で
活
動
す
る
地
域

外
の
人
た
ち
と
、
地
域
の
事

業
者
ら
が
一
体
と
な
っ
た
事

業
を
展
開
。
地
域
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
、
新
た

な
宿
泊
事
業
や
教
育
サ
ー
ビ

ス
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
、
地

域
事
業
者
ら
10
数
社
が
共
同

出
資
し
た
株
式
会
社
が
運
営

し
て
い
る
。

　
同
市
で
は
民
間
発
の
「
共

助
」
の
考
え
方
に
根
差
し
た

取
り
組
み
を
展
開
。
事
業
で

得
た
収
益
は
株
主
に
配
当
と

し
て
還
元
さ
れ
て
お
り
、
地

域
内
で
資
金
が
循
環
す
る
ス

キ
ー
ム
を
実
現
し
て
い
る
と

い
う
。

　
一
方
、
人
口
14
万
４
０
０

０
人
の
米
子
市
と
人
口
３
万

３
０
０
０
人
の
境
港
市
で

は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

会
社
な
ど
が
設
立
し
た
地
域

新
電
力
会
社
を
中
心
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
両
市
で
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
電
力
調
達
・
供
給
範
囲

の
広
域
化
を
実
現
。
１
自
治

体
に
閉
じ
な
い
地
域
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
貢

献
し
て
お
り
、
避
難
所
と
な

る
公
民
館
へ
蓄
電
池
を
設
置

す
る
な
ど
、
防
災
力
の
強
化

も
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　
◇
「
稼
ぐ
」
視
点
も

　
議
論
で
は
、
宇
野
重
規
氏

（
東
大
社
会
科
学
研
究
所
教

授
）
が
地
域
生
活
圏
を
「
人

口
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
民
主

主
義
」
と
捉
え
て
検
討
し
た

い
と
の
意
向
を
表
明
。
国
民

は
現
実
的
に
は
複
数
地
域
に

関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
と
し
て
、
投
票
や
納
税
な

ど
を
念
頭
に
、
１
地
域
に
限

る
現
行
の
仕
組
み
は
「
や
や

硬
直
的
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
空
き
地
・
空
き
家

問
題
を
踏
ま
え
所
有
権
と
は

別
に
「
利
用
権
」
に
基
づ
く

制
度
構
築
を
提
案
。
フ
ル
セ

ッ
ト
主
義
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
ご
と
の
官
民
連
携
施
策

を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る

と
し
た
。

　
元
大
津
市
長
の
越
直
美
氏

（
三
浦
法
律
事
務
所
弁
護

士
）
は
、
人
口
減
少
に
よ

り
、
交
通
、
医
療
、
教
育
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
「
今
の
ま
ま
で
は
成

り
立
た
な
い
」
と
指
摘
。
そ

の
た
め
の
解
決
策
と
し
て
民

間
と
の
連
携
が
重
要
に
な
る

と
し
、
様
々
な
形
で
の
施
策

連
携
を
検
討
す
べ
き
と
し

た
。

　
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
も
重
要
な
視
点
と
強
調
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
地
域
課
題

を
解
決
す
る
方
法
に
つ
い
て

委
員
会
で
の
議
論
を
求
め

た
。

　
石
田
委
員
長
は
「
暮
ら

す
」
と
「
稼
ぐ
」
を
両
立
さ

せ
る
施
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
提
唱
。
地
域
生
活

圏
の
規
模
感
は
10
万
人
に
限

ら
ず
、
よ
り
小
さ
い
圏
域
も

考
え
ら
れ
る
な
ど
そ
の
柔
軟

性
を
強
調
し
つ
つ
「
う
ま
く

ワ
ー
ク
す
る
工
夫
が
必
要
」

と
し
た
ほ
か
、
委
員
会
で
の

議
論
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に

国
が
発
信
し
て
い
く
か
も
大

切
だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。

森
山
自
民
幹
事
長

地
方
創
生
交
付
金
、

補
正
で
拡
充
も

　
自
民
党
の
森
山
裕
幹
事
長

は
13
日
、
衆
院
選
後
に
編
成

が
見
込
ま
れ
て
い
る
２
０
２

４
年
度
補
正
予
算
案
で
、
地

方
創
生
の
交
付
金
の
拡
充
を

検
討
す
る
考
え
を
示
し
た
。

石
破
茂
首
相
は
交
付
金
を
現

在
の
１
０
０
０
億
円
か
ら
倍

増
さ
せ
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
森
山
氏
は
「
補
正
で
交

付
金
を
積
ま
な
く
て
い
い
の

か
検
討
し
た
い
。
来
年
度
予

算
ま
で
ど
う
つ
な
ぐ
か
が
大

事
だ
」
と
述
べ
た
。
鹿
児
島

県
鹿
屋
市
で
記
者
団
に
語
っ

た
。

石
破
首
相
「
23
年
度

超
え
る
補
正
編
成
」

　
石
破
茂
首
相
（
自
民
党
総

裁
）
は
15
日
、
２
０
２
３
年

度
を
超
え
る
規
模
の
補
正
予

算
を
衆
院
選
後
に
編
成
し
た

い
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
福
島
県
い
わ
き
市
で
の

街
頭
演
説
で
「
国
費
13
兆

円
、
事
業
総
額
37
兆
円
が
昨

年
の
補
正
予
算
だ
っ
た
。
そ

れ
を
上
回
る
大
き
な
補
正
予

算
を
国
会
で
成
立
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
た
。
　

石
破
首
相
、
地
方

創
生
を
訴
え
―
衆
院
選

　
衆
院
選
公
示
か
ら
一
夜
明

け
た
16
日
、
与
野
党
幹
部
は

各
地
で
支
持
を
呼
び
掛
け

た
。
石
破
茂
首
相
（
自
民
党

総
裁
）
は
徳
島
県
板
野
町
で

街
頭
演
説
し
、「
東
京
一
極
集

中
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
強
調
。
日
本

の
人
口
が
80
年
後
に
は
半
減

す
る
と
し
て
、「
そ
ん
な
国
を

次
の
時
代
に
残
し
て
は
い
け

な
い
」と
語
り
、人
口
減
少
対

策
な
ど
地
方
創
生
に
取
り
組

む
考
え
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦

代
表
は
新
潟
県
上
越
、
三
条

両
市
を
訪
問
。
15
日
の
東
京

都
八
王
子
市
、
兵
庫
県
明
石

市
、
福
井
県
敦
賀
市
も
含

め
、
自
民
派
閥
の
裏
金
事
件

に
関
係
し
た
候
補
の
選
挙
区

を
行
脚
し
、
「
落
選
運
動
」

を
展
開
し
て
い
る
。

地
方
創
生
本
部
を
設
置

政
府

年
内
に
方
向
性

　
政
府
は
11
日
、
石
破
政
権

が
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け

る
地
方
創
生
の
実
現
に
向

け
、
「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
本
部
」
を
設

置
し
た
。
石
破
茂
首
相
を
本

部
長
と
し
、
全
閣
僚
で
構

成
。
年
内
に
施
策
の
基
本
的

な
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

る
。

　
本
部
は
、
岸
田
政
権
で
地

方
創
生
施
策
を
担
っ
た
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

実
現
会
議
」
を
引
き
継
ぐ
。

伊
東
良
孝
地
方
創
生
担
当
相

は
同
日
の
記
者
会
見
で
、

「
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
反
省

を
生
か
し
な
が
ら
『
地
方
創

生
２
・
０
』
と
し
て
再
起
動

す
る
」
と
述
べ
た
。
　

　
政
府
は
２
０
１
４
年
、
東

京
一
極
集
中
の
是
正
な
ど
を

掲
げ
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
本
格
化
さ
せ
た
。
た

だ
、
石
破
首
相
は
「
当
初
の

目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
状
況
だ
」
と
し
て
お

り
、
自
治
体
向
け
の
交
付
金

を
現
在
の
１
０
０
０
億
円
か

ら
倍
増
さ
せ
る
考
え
を
示
し

て
い
る
。
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議員報酬等／第３章　議長／第４章　定例会・臨時会／第５章　開会・閉会／第６章　
定足数／第７章　議事日程／第８章　会期　第９章　議案

第２�巻〔定価4，18０円〕　本会議の運営−第１０章　議題、提案理由の説明／第１１章　議案等の
撤回、訂正／第１２章　動議／第１３章　質問・質疑／第１４章　発言／第１５章　発言の取消
し、訂正

第３�巻〔定価4，18０円〕　本会議の運営−第１６章　説明員／第１７章　委員会付託／第１８章　委
員会審査報告／第１９章　修正／第２０章　討論／第２１章　表決

第４�巻〔定価4，18０円〕　委員会の運営−第２２章　委員会／第２３章　委員長／第２４章　委員�
／第２５章　委員会の一般的審査／第２６章　委員会の公開、非公開

第５�巻〔定価4，18０円〕　委員会の運営−第２７章　委員会審査の特別形態／第２８章　再審査、
再付託、中間報告、審査期限／第２９章　所管事務調査／第３０章　委員派遣／第３１章　閉
会中の審査／第３２章　委員会記録、事務管理

第６巻〔定価4，222円〕　第３３章　請願／第３４章　陳情／第３５章　意見書／第３６章　決議
第７巻〔定価4，222円〕　第３７章　懲罰／第３８章　資格決定

第８�巻〔定価4，432円〕　第３９章　議会運営委員会、参考人制度／第４０章　会議録／第４１章　
自律権

第９�巻〔定価4，432円〕　第４２章　百条調査／第３９章　議会運営委員会、参考人制度（追補１）
第1０�巻〔定価4，432円〕　第３９章　議会運営委員会、参考人制度（追補２）／第４３章　傍聴�
第４４章　議会の権限（Ｉ）

第11巻〔定価4，599円〕　第４４章　議会の権限（Ⅱ）／第４５章　再議、再選挙
第12巻〔定価4，599円〕　第４６章　専決処分／第４７章　長不信任／第４８章　会議原則
第13巻〔定価4，6０9円〕　第４９章　先例・事例／第５０章　選　挙
第14巻〔定価4，6０9円〕　第５１章　会派／第５２章　一般選挙後の初議会／第５３章　議会事務局
第15巻〔定価4，715円〕　第５４章　議会運営の問題点・留意点（Ｉ）
第16巻〔定価5，０81円〕　第５４章　議会運営の問題点・留意点（Ⅱ）
第17巻〔定価5，０81円］　第５４章　議会運営の問題点・留意点（Ⅲ）
第18巻〔定価5，０81円〕　第５５章　議会活性化のための改革事項
第19巻〔定価5，０81円〕　第５６章　委員会の議事次第書
第2０巻〔定価5，０81円〕　第５６章　委員会の議事次第書（続き）
第21巻〔定価5，０81円〕　第５７章　議会運営のなぜ〈全４１８項目を解説〉
第22�巻〔定価5，217円〕　第５７章　議会運営のなぜ（続き）／第５８章　平成１８年の地方自治法
改正（議会関係）　　（第22巻は欠品となっております。）

第23巻〔定価5，217円〕　第５９章　議員のための議会制度と運営について
第24巻〔定価5，217円〕　第６０章　議会運営のなぜ（Ⅱ）／第61章　平成20年の地方自治法改正

■議員と助言者による対話形式で書かれているので分かりやすい。
■�こういう場合にどうすればよいか、といった具体的な運営の実
際に重点を置いて解説しているのですぐに役立つ。
■引きやすい索引により必要な箇所がすぐ開けられる。

地方議会研究会（　　　　　　）  代 表 者
元・全国都道府県議会議長会議事調査部長

野 村 　 稔 編著
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